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夕
方
の
練
馬
駅
頭
で
「
署
名
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
の
声
が

響
き
ま
す
。
4
月
9
日
、
練
馬
支

部
も
加
わ
る
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
推
進
ね
り
ま
連
絡
会
で
月
例
の

署
名
宣
伝
行
動
を
約
20
人
（
練
馬

支
部
か
ら
は
6
人
）
で
行
な
い
ま

し
た
。

ア
ニ
メ
監
督
で
も
あ
る
有
原
誠

治
さ
ん
（
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
原

作
で
東
京
大
空
襲
を
扱
っ
た
『
う

し
ろ
の
正
面
だ
あ
れ
』
を
監
督
）

は
マ
イ
ク
を
握
り
、
「
2
0
1
6

年
4
月
に
被
爆
者
の
皆
さ
ん
が
あ

ら
た
め
て
核
兵
器
を
な
く
す
た
め

の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
や
ろ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
練
馬
で

は
す
で
に
1
万
筆
集
め
ま
し
た
。

こ
の
署
名
を
8
月
の
世
界
大
会
に

届
け
ま
す
。
し
か
し
核
兵
器
を
な

く
す
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
署
名
を
」
と
切
々
と

訴
え
ま
し
た
。

帰
宅
す
る
労
働
者
、
犬
の
散
歩

を
す
る
男
性
な
ど
が
足
を
止
め
て

署
名
す
る
中
、
夕
方
の
買
い
物
の

時
間
で
も
あ
り
、
た
ま
た
ま
通
り

か
か
っ
た
子
ど
も
連
れ
の
主
婦
の

会
の
仲
間
に
上
原
良
子
常
任
が
声

を
か
け
る
と
、
快
く
署
名
に
応
じ

て
く
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
通
り

が
か
り
の
友
人
に
も
署
名
を
す
す

め
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
第
72
回
定
期
大
会

で
2
0
1
9
年
度
方
針
と
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
4
月
1

日
に
行
な
わ
れ
た
第
1
回
中
央
執

行
委
員
会
に
お
い
て
新
執
行
部
の

任
務
分
担
を
以
下
の
よ
う
に
決
定

し
ま
し
た
。

〈
委
員
長
〉

松
丸
一
雄
（
東
京
原
水
協
代
表
理

事
、
都
民
連
代
表
世
話
人
、
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
長
、
国
保

審
査
会
審
査
委
員
、
拡
大
推
進
委

員
会
責
任
者
、
総
合
5
カ
年
計
画

推
進
本
部
長
、
書
記
局
人
事
委
員

会
責
任
者
、
山
梨
対
策
）

〈
副
委
員
長
〉

佐
藤
豊
（
国
保
組
合
理
事
長
、
護

憲
平
和
運
動
本
部
長
、
東
京
革
新

懇
担
当
、国
民
課
題
運
動
本
部
長
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
反
対
連
絡
会
担

当
）

丸
山
篤
義
（
財
政
部
長
、
主
婦
の

会
担
当
役
員
、国
保
対
策
委
員
長
、

書
記
局
員
給
与
検
討
委
員
長
、
書

記
局
人
事
検
討
小
委
員
会
責
任

者
、
規
約
・
規
定
改
正
委
員
長
、

統
制
委
員
長
）

松
本
久
人
（
ど
け
ん
共
済
会
理
事

長
、
建
設
首
都
圏
共
闘
議
長
、
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
副
本
部

長
）

渡
辺
義
久
（
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、
都
連
技
術
対
策
部
長
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

担
当
）

中
村
隆
幸（
事
業
所
対
策
責
任
者
、

都
心
対
策
、学
習
制
度
化
委
員
長
、

リ
カ
コ
理
事
長
）

島
原
孝
（
産
業
対
策
責
任
者
、
共

同
受
注
担
当
、
現
場
対
策
担
当
）

〈
書
記
長
〉

小
番
徹
（
全
体
統
括
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
理
事
長
、

全
労
済
都
本
部
理
事
、
東
京
地
評

副
議
長
（
9
月
以
降
）
、
護
憲
平

和
運
動
本
部
事
務
局
長
、
総
合
5

カ
年
計
画
推
進
本
部
事
務
局
長
、

組
織
財
政
検
討
委
員
会
事
務
局

長
）

〈
書
記
次
長
〉

渡
邉
輝
明（
国
保
組
合
専
務
理
事
、

社
会
保
障
対
策
部
、厚
生
文
化
部
、

国
民
運
動
本
部
事
務
局
長
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
反
対
連
絡
会
、
ど
け
ん

共
済
会
副
理
事
長
、
労
働
共
済
連

副
理
事
長
）

北
川
誠
太
郎
（
賃
金
対
策
部
、
職

域
対
策
部
、
労
働
対
策
部
、
産
業

対
策
委
員
会
事
務
局
長
、
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
事
務
局
長
、

建
設
政
策
研
究
所
副
理
事
長
、
東

京
地
評
幹
事
、
国
民
春
闘
常
任
幹

事
、
建
設
首
都
圏
共
闘
幹
事
、
リ

カ
コ
理
事
）

近
藤
初
雄
（
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

専
務
、
技
術
対
策
部
、
税
金
経
営

対
策
部
、
産
業
対
策
委
員
会
副
責

任
者
、
経
営
セ
ン
タ
ー
・
総
合
事

業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
脱
原
発
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
東
京
自
治
研
副

理
事
長
）

熊
切
健
二
（
組
織
部
、
後
継
者
対

策
部
、
青
年
部
、
事
業
所
対
策
、

主
婦
の
会
、
シ
ニ
ア
、
情
報
戦
略

責
任
者
、
電
算
室
、
国
保
対
策
）

中
原
收
（
財
政
部
、
総
務
、
教
育

宣
伝
部
、
学
習
制
度
化
、
機
関
紙

協
会
都
本
部
理
事
長
、「
ひ
ろ
ば
」

責
任
者
、労
金
都
本
部
運
営
委
員
、

会
館
改
装
改
修
）

〈
賃
金
対
策
部
〉

部
長
・
小
坂
剛
常
任
中
執
。
中
村

修
一
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
小
島
明
（
墨
田
）
、
伊
藤
賢
司

（
新
宿
）
、
唐
鎌
昭
二
（
西
東
京
）

双
木
淳
志
（
西
部
Ｂ
）
。

〈
職
域
対
策
部
〉

部
長
・
後
藤
英
雄
常
任
中
執
。
栗

橋
宏
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
宮
澤
和
也
（
府
中
国
立
）
、
古

怒
田
忠（
日
野
）、
相
山
昇
司（
村

山
大
和
）、伊
藤
仁（
多
摩
南
Ｂ
）。

〈
労
働
対
策
部
〉

部
長
・
横
澤
勉
常
任
中
執
。
唐
澤

一
喜
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
堀
川
昭
義
（
江
戸
川
）
、
佐
藤

忍
（
目
黒
）
、
矢
吹
一
幸
（
八
王

子
）
、
松
村
健
司
（
東
部
Ｂ
）
。

〈
技
術
対
策
部
〉

部
長
・
福
地
孝
志
常
任
中
執
。
山

本
繁
樹
専
従
常
任
中
執
待
遇
。
担

当
中
執
・
奥
村
歳
久
（
文
京
）
、

葛
西
政
之
（
大
田
）
、
川
口
敏
彦

（
調
布
）
、
鯉
淵
勝
也
（
小
金
井

国
分
寺
）
。

〈
社
会
保
障
対
策
部
〉

部
長
・
石
村
英
明
常
任
中
執
。
田

村
彰
宏
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中

執
・
阿
久
津
正
（
葛
飾
）
、
伊
藤

勝
伸
（
渋
谷
）
、
金
子
昭
二
（
三

鷹
武
蔵
野
）
、
清
水
政
廣
（
多
摩

西
部
）
、
新
関
仁
（
南
部
Ｂ
）
。

〈
組
織
部
〉

部
長
・
檜
山
剛
志
常
任
中
執
。
黒

木
強
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執

・
渡
辺
勝
二（
北
）、石
井
正（
港
）、

阿
部
秀
晴（
中
野
）、
宮
崎
透（
西

多
摩
）、松
井
民
人（
多
摩
西
Ｂ
）。

〈
後
継
者
対
策
部
〉

部
長
・
石
川
信
一
常
任
中
執
。
五

本
木
宏
晃
青
年
部
長
、
中
村
哲
郎

専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執
・
武

藤
彰
（
足
立
）
、
大
木
栄
一
（
江

東
）
、
土
橋
弘
典
（
豊
島
）
、
栄

大
翔（
青
年
部
）、
佐
藤
広
平（
城

北
Ｂ
）
。

〈
税
金
経
営
対
策
部
〉

部
長
・
齋
藤
誠
常
任
中
執
。
渡
辺

睦
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執
・

五
箇
谷
日
出
雄
（
荒
川
）
、
小
林

紀
久
夫（
品
川
）、
前
川
達
夫（
清

瀬
久
留
米
）
。

〈
厚
生
文
化
部
〉

部
長
・
芳
井
武
常
任
中
執
。
松
広

高
幸
専
従
常
任
中
執
待
遇
。
担
当

中
執
・
野
崎
邦
治
（
板
橋
）
、
佐

久
間
法
博
（
世
田
谷
）
、
新
井
信

道
（
小
平
東
村
山
）
、
大
勝
友
二

（
江
東
Ｂ
）
。

〈
教
育
宣
伝
部
〉

部
長
・
上
原
誠
常
任
中
執
。
三
木

勉
専
従
常
任
中
執
。
担
当
中
執
・

寺
山
邦
裕（
台
東
）、
宗
像
勇（
狛

江
）、
三
橋
誠（
多
摩
・
稲
城
）、

関
真
太
郎
（
多
摩
北
Ｂ
）
。

〈
財
政
部
〉

部
長
・
丸
山
篤
義
副
委
員
長
。
大

野
史
専
従
常
任
中
執
待
遇
。
担
当

中
執
・
福
岡
忠
行
（
練
馬
）
、
松

原
秀
夫（
杉
並
）、
尾
花
愼
司（
町

田
）、
牧
岡
善
隆（
多
摩
東
Ｂ
）。

子ども連れの主婦の会の会員（奥）の声かけで
署名する男性。右は上原さん

【
狛
江
・
書
記
・
牧
岡
善
隆
記
】

狛
江
支
部
で
は
、
3
月
24
日
に
2

回
目
の
分
会
経
験
交
流
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
本
部
北

川
書
記
次
長
を
迎
え
て
国
保
の
学

習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

お
昼
は
主
婦
の
会
の
炊
き
出
し

を
食
べ
な
が
ら
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
の
組
合
活
動
と
群
会
議
や
分

執
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
見

て
、1
時
か
ら
交
流
集
会
を
開
始
。

パ
ネ
リ
ス
ト
方
式
を
と
り
、
分
会

の
代
表
が
交
代
で
ひ
な
壇
に
立

ち
、
活
動
の
紹
介
を
し
た
後
、
資

料
を
見
な
が
ら
質
問
や
討
議
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。
司
会
者
か
ら
各

分
会
の
補
足
説
明
や
質
問
な
ど
を

促
す
無
茶
振
り
を
し
、そ
の
都
度
、

参
考
に
な
る
分
会
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
の
立
て
方
、
群
会
議
で

の
運
営
の
方
法
な
ど
を
お
互
い
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
新
し
い
人
材
が
集
ま
ら
な
い
」

「
役
員
の
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な

い
」
「
イ
ベ
ン
ト
し
て
も
集
ま
ら

な
い
」
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
し
た

が
、
触
発
し
あ
い
、
あ
ら
た
め
て

機
関
会
議
や
組
織
検
討
委
員
会
な

ど
で
も
話
し
合
う
こ
と
を
決
め
、

楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

フロアからの発言をする
狛江の仲間

4
月
3
日
、
第
1
9
8
回
通
常

国
会
が
開
か
れ
る
中
、
国
民
大
運

動
実
行
委
員
会
な
ど
は
昼
休
み
の

時
間
に
定
例
の
国
会
行
動
を
行
な

い
、
2
0
0
人
（
東
京
土
建
は
79

人
）
が
参
加
し
、
「
消
費
税
増
税

中
止
」
「
社
会
保
障
切
り
捨
て
る

な
」
「
憲
法
改
悪
す
る
な
」
な
ど

の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

藤
野
保
史
衆
議
院
議
員
の
国
会

報
告
の
後
、
主
催
者
代
表
の
あ
い

さ
つ
で
小
田
川
義
和
全
労
連
議
長

は
「
改
元
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
モ
リ
カ
ケ
疑
惑
、
統
計
不
正
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
、
沖
縄
で

の
強
権
政
治
も
免
罪
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ

プ
の
署
名
を
軸
に
対
話
を
進
め
よ

う
。
今
年
は
選
挙
の
年
、
安
倍
政

治
に
ノ
ー
の
明
確
な
審
判
を
下
し

て
い
く
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
」
な

ど
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
憲

法
会
議
、
福
祉
保
育
労
の
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
の
発
言
を

行
な
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
相
原
辰
子
さ
ん
（
練

馬
）
は
「
2
％
ア
ッ
プ
と
い
っ
て

も
消
費
税
は
こ
れ
で
1
割
に
な

り
、
（
家
計
や
仕
事
に
は
）
重
み

が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
東
京
土
建
の
参
加

者
は
「
庶
民
増
税
阻
止
と
社
会
保

障
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
」
を
も

っ
て
、
議
員
要
請
を
し
ま
し
た
。

丸
の
内
3
―
2
現
場
の
た
た

か
い
か
ら
始
ま
っ
た
現
場
情
報

交
流
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
以
下
の
よ

う
な
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

先
日
、
1
次

下
請
の
新
年
会

の
席
で
2
次
の

事
業
主
た
ち
に
請
負
単
価
の
10

％
ダ
ウ
ン
、
常
用
単
価
2
0
0

0
円
の
ダ
ウ
ン
が
告
げ
ら
れ

た
。
原
因
は
資
材
、
運
送
費
の

高
騰
と
元
請
ゼ
ネ
コ
ン
の
払
い

渋
り
。1
次
の
社
長
の
話
で
は
、

法
定
福
利
費
を
別
枠
請
求
し
て

も
、
そ
の
ぶ
ん
工
事
費
の
値
引

き
を
要
求
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

1
次
の
社
長
は
誠
実
な
人
で
、

我
々
に
は
法
定
福
利
費
も
工
事

費
も
し
っ
か
り
払
っ
て
く
れ

る
。
元
請
が

業
績
回
復
し

て
い
る
の

で
、
そ
ろ
そ

ろ
単
価
も
上

が
る
か
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の

今
回
の
値
下
げ
、
参
っ
た
。
昨

年
か
ら
土
曜
日
休
み
も
増
え
、

職
人
た
ち
も
稼
げ
ず
困
っ
て
い

る
。
工
程
も
今
ま
で
以
上
に
き

つ
く
、
本
当
に
稼
げ
な
い
。
現

場
の
状
況
は
悪
く
な
る
ば
か
り

で
、
も
う
限
界
。

組
合
外
か
ら
の
声
で
す
が
、

仲
間
の
み
な
さ
ん
に
は
同
じ
よ

う
な
思
い
の
方
が
沢
山
い
る
と

思
い
ま
す
。
組
合
に
声
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

求

人
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
訴
え
る

練馬

主
婦
の
会
員
も
友
人
に
声
か
け

交
流
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設

交
流
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設

現
場
の
情
報
寄
せ
て

群
会
議
の
運
営
、ど
う

狛江

分
会
経
験
交
流
集
会
を
開
催

１０
％
、社
保
改
悪
ノ
ー

集
会
後
、国
会
議
員
に
要
請

２０１９年度
執行部の体制
２０１９年度
執行部の体制


